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第１章 計画の背景と趣旨  

１ 計画策定の背景と趣旨 

現在、わが国は生活環境の改善や医学の進歩等により世界有数の長寿国となっています。一

方では急速な高齢化とともに、がんや糖尿病、循環器疾患といった生活習慣病に罹患する人や、

介護が必要な人が増加すると予測されています。単に長生きするだけでなく、いかに生活の質

を維持し、健康で生涯を過ごすことができるかが課題となっています。 

 

このような状況に対して国は、平成12年に「21世紀における国民健康づくり運動（健康日

本21）」を策定し、これにより疾病の早期発見や治療だけでなく、発病を予防する「一次予防」

にも重点を置いた対策を推進するとされました。平成24年に改定された「健康日本21（第二

次）」では、ヘルスプロモーションという考え方が導入され、国民に対して主体的で積極的な

健康づくりを呼び掛けています。基本的な方向として健康寿命の延伸とともに、健康格差の縮

小と健康を支え守るための社会環境の整備が掲げられています。 

東京都においては、平成13年に「東京都健康推進プラン21」が策定され、平成25年には、

国の「健康日本21（第二次）」を受けて「東京都健康推進プラン21（第二次）」が策定され、

取組みが進められています。 

 

千代田区では、平成15年に区民の生活習慣病を予防し、健康増進を図るために「健康千代

田21」を策定し、健康づくりに取り組んできました。平成23年には、「千代田区保健福祉総

合計画」の改定に合わせて、健康づくりの分野別計画として「改定健康千代田21」の策定に

着手し、「健康千代田21」の後期５か年の取組みや成果を評価して、平成24年度から平成28

年度までを計画期間とする「改定健康千代田21」を策定しました。「改定健康千代田21」は、

同じく平成24年度から平成28年度までを計画期間とした「ちよだ食育ガイド（第２次千代田

区食育推進計画）」、平成20年度に策定した「がん予防プランｰ千代田区がん予防推進計画-」、

平成21年度に策定した「～歯つらつ千代田～千代田区歯科保健目標」を包含し、区民が主体

的に健康づくりに取り組める環境づくりに重点をおいた、区の総合的な健康づくり計画として

幅広い施策を展開してきました。 

新計画である「第二次健康千代田21」は、国の「健康日本21（第二次）」や東京都の「東

京都健康推進プラン21（第二次）」を踏まえた、健康増進法に基づく区の健康増進計画である

とともに、区の基本計画である「ちよだみらいプロジェクト-千代田区第3次基本計画2015-」

の分野別計画に位置づけられ、これまで包含してきた食育等の計画を引き続き包含して策定し

ます。また、平成28年度で計画期間を終了する「千代田区保健福祉総合計画」の中に含まれ

ていた、食や環境、医療の安全安心に関する取組みについても、引き継いで包含するものとな

っています。 
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２ 計画の位置づけ 

「第二次健康千代田21」は、健康増進法第8条に基づく区の市町村健康増進計画であり、

平成27年に策定した「ちよだみらいプロジェクト-千代田区第三次基本計画2015-」の分

野別計画として、千代田区の健康づくりの基本的な考え方や目標、方向性を示したものです。 

また、本計画は、一部を食育基本法第18条に基づく市町村食育推進計画としても位置づ

け、包含しています。加えて、「がん予防プラン－千代田区がん予防推進計画」、「千代田区

歯と口腔の健康づくり推進条例」第８条に基づく、歯と口腔の健康づくりに関する基本的な

計画（歯科保健推進計画）も包含するものです。 

 

さらに、高齢者福祉計画、介護保険事業計画、障害福祉計画、次世代育成支援計画（子ど

も・子育て支援事業計画を含む）、特定健康診査等実施計画、データヘルス計画等との整合

性を図るとともに、各分野の計画を横断的につなぐ地域福祉計画とも整合を図ったものとな

っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

３ 計画期間 

本計画の計画期間は平成29年度から平成34年度までの６年間とします。平成31年度に

は中間評価を行い、平成34年度には最終評価を行います。 
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４ 計画の目標 

本計画では、「ちよだみらいプロジェクト」の分野別計画として、生活習慣および社会環

境の改善を通じて、子どもから高齢者まですべてのライフステージに応じて心身ともに健康

で快適な生活が営める社会を実現することができるよう、基本理念をかかげました。 

 

基本理念 「子どもから高齢者まで生涯にわたり、健やかで心豊かに生活できるまち」 

 

基本理念の実現に向けて、２つの総合的な目標を設定しました。 

 

総合目標 （１）健康寿命の延伸 

（２）早世の減少 

 

健康寿命とは、健康上の理由で日常生活が制限されることなく生活できる期間をいいます。

健康寿命が延伸することは、高齢期になるまで健康が大きく損なわれず、高齢期以降もたと

え病気になっても重症化や要介護状態に至らず、生活機能を維持し続けることを意味します。 

また、青年期や壮年期の死亡の原因の上位を、悪性新生物（がん）、心疾患、脳血管疾患

といった生活習慣病と自殺が占めていますが、いわゆる早すぎる死（早世）をできる限り防

ぐことは平均寿命と健康寿命の両方を伸ばすことに繋がります。 

また、健康で生活できる期間の延長を図るとともに、年を重ねても、障害のある人も、病

気等で要介護状態になった人も、その人らしく安心して生活できるよう、社会環境の改善に

も努めていきます。「生涯にわたり健やかで心豊かに生活できるまち」の実現のために、本

計画は健康増進計画として、健康寿命を延ばすことと、早世の減少を総合目標とします。 

 

総合目標実現のために、本計画では３つの領域 
 

①「生活習慣病と要介護状態の予防」 

②「生活習慣の改善」 

③「社会環境の整備と健康・医療に関する安全安心の確保」 
 

を設定しました。さらに各領域ごとに対策が必要な項目を「分野」として設定し、分野ご

とに個別の目標を掲げました。これらの領域、分野、個別目標は、「健康日本２１（第二次）」

や「東京都健康推進プラン２１（第二次）」を踏まえ、「改定健康千代田21」の領域を再編

し、領域③の一部に、平成28年度で計画期間を終了する「千代田区保健福祉総合計画」に

含まれていた分野を引き継いで新たに編成したものとなっています。 
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５ 計画の構成 

本計画は全6章からなります。第１章では、背景や計画期間など本計画の概要をまとめて

います。第２章では、区民の健康状態を把握するために、各種統計や健康づくり区民アンケ

ートの結果を示し、そこから区の現状と課題を抽出しています。第３章では領域・分野の考

え方と分野ごとの目標をまとめて示しています。第４章では、分野ごとに目標とその成果を

評価するための指標を示し、目標に対する区の取組みと、区民、関連団体に取り組んでいた

だきたいことを示しています。第５章では、各ライフステージ別に、区民の方に取り組んで

いただきたいこと、区の取組み、関連団体の取組みをまとめています。第6章では、本計画

に包含する食育推進計画について記載しています。 

 

 
  

第２章 千代田区の現状と課題 

 

第１章 計画の背景と趣旨 

計画策定の背景と趣旨／計画の位置づけ／計画期間／計画の目標／ 

計画の構成／推進に向けて 

第３章 領域・分野の考え方と目標 

 

第 6 章 食育の推進 

計画策定の背景／第２次千代田区食育推進計画の取組み状況と達成状況／

第３次千代田区食育推進計画の位置づけ／第二次健康千代田 21 における

食育推進の取組み 

計画策定にあたっての課題 

第 5 章 ライフステージ別の健康づくり 

 

区民の健康を取り巻く現状 

○人口、出生、死亡、寿命等 

○区民アンケート結果等 

改定健康千代田 21 の評価 

第４章 各分野の目標と取組み 

 
領域１ 

生活習慣病と要介

護状態の予防 

領域２ 

生活習慣の改善 

領域 3 

社会環境の整備と健

康・医療に関する安

全安心の確保 



5 

６ 推進に向けて 

■健康千代田21推進委員会による進捗管理 

本計画の取組みは保健医療福祉だけではなく、子育て・教育・スポーツ・まちづくりなど

多くの施策と関連するため、庁内関係部署と連携を図り、目標の達成状況（計画の成果指標

に関連する事業の実施状況や指標の実績値）を把握し、進捗管理を行います。計画策定から

3年目となる平成31年度に中間評価を実施し、必要に応じて計画の見直しなどを行います。

計画の評価や見直しについては、「健康千代田２１推進委員会」がその役割を担っていきま

す。 

 

■専門検討組織 

これまで各専門分野の施策を検討してきた食育推進検討会、がん予防推進委員会、心の健

康づくり推進会議、歯科保健推進委員会については、引き続き必要に応じて開催し、各分野

の施策を推進します。 

  

 

 

 

  


